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戸
マ
あ
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一
j
 

（

又
／
×
 

十
ニ
月
四
 
九

時
 
建
設
課
と
か
ね
て
か

日

（水
）
雪
 
ら
予
定
し

て
い
た
道
路
等
視
察

積
雪
量
二
十
 
の
た
め
八
木

橋
補
佐
、
中
川
土
 

五
セ
ン
チ
ヌ
 

木
係
長
、
荒
谷
維
持
係
長

と
共
 

ー
ト
ル
、
日
 
に
ジ

ー
プ
で
白
雪
の
な
か
に
飛
 

中
の
温
度
零
 

び
出
す
。
 

下
二
度
、
三
 
鎌

谷
で
は
寺
田
町
内
会
長
さ
 

木
新
総
裁
き
 
ん
に
ご

同
行
を
願
い
、
問
題
の
 

ま
る
0
 

鳥
森
地
区

の
整
備
に

つ
い
て
現
 

    

      

  

剖旧阿 序 

  

    

男
女
 

、 
市 の 人 口 

51,928人 
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発行所 

五所川原市役所 

342号 
昭和49年12月15日 

印 刷 日刊民友新聞社 

世帯数 13,726世帯 

(49年11月1日現在）住民基本台帳から 
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地
を

一
巡
し
て
種
々
検
討
を
加

え
た
が
、
本
年
度
施
行

の
道
路

改
良
、
舗
装
、
側
溝
等
事
業
現

場
の
最
終
的
確
認
を
し
な
が
ら
 

「あ
な
た
の
意
見
を
聞
く
集
い
 

」
等
で
要
望
の
強
い
明
年
度
以

降
の
具
体
的
計
画
を
煮

つ
め
る

た
め
全
市
に
わ
た
っ

て
総
点
検

し
た
も
の
で
あ
る
。
 

午
前
中
で
旧
市
域
の
視
察
を

終
り
、
十
二
時
 
県

へ
提
出
の

た
め
の
新
学
園
都
市
関
係
資
料

の
整
備
に

つ
い
て
小
山
教
育
長
 
 

堀
内
次
長
と
打
ち
合

わ
せ
た
。
 

一
時
 
恩
師
の
元
五
農
校
農

林
教
頭
 
都
谷
森
国
雄
先
生
の

葬
儀
に
出
席
、
ご
冥
福
を
祈
る
。
 

二
時
 
午
前
中
に
ひ
き
つ
づ

き
新
市
域
の
視
察
を
続
行
、
途

中
石
田
坂
部
落

の
水
路
補
修
工

事
中
の
方
々
に
激
励
の
挨
拶
を

し
て
飯
詰
路
に
抜
け
る
頃
か
ら
”
 

雪
足
は
や
し
。
 

ま
と
め
と
し
て
 

m
本
日
の
重
点
地
区
約
八
十
カ

所
に

つ
い
て
は
、
予
算
化
の
 

②
詳

「
月
七
日
武
尾
土
木
一
 

事
務
所
長
、
同
鈴
木
建
設
課
一

長
、
市
建
設
課

の
八
木
橋
補
一

佐
、
中
川
「
荒
谷
両
係
長
、
 

姉
議
織
羅静
鯉
 

上
、
約
束
済
み
の
旧
十
川
、

〈
 

新
十
川
の
集
中
豪
雨
被
害
を

も
た
ら
し
た
十
カ
所
の
樋
管

等
の
災
害
関
連
工
事
の
早
期
］
 

完
成
を
更
に
県
に
お
願
い
す
？
 

る
こ
と
。
 

、
．
 
[
 

⑧
除
雪
に

つ
い
て
は
、
県
道
の

除
雪
を
肩
が
わ
り
し
て
い
る

い
わ
ゆ
る
協
力
路
線
の
再
検
一

討
を
県
側
と
打
ち
合
わ
せ
る

と
と
も
に
、
市
の
除
雪
計
画

（
 

の
徹
底
を
期
ず
る
こ
と
 
声

を
約
し
て
八
木
橋
補
佐
の
汽
車

の
時
問
を
気
に
し
な
が
ら
五
時

「
 

終
了
。
 

一
 

ー

i
I

~

i
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f
、
三
 

人
 
人
 

0
 
8
 

8
 
4
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,
  

に
J
 
(
b
 

つ
］
 n乙
 

た
め
の
実
施
計
画
を
進
め
る

「
 

患者の作品展 

敷島分院の「患者作晶展」が、このほど 2 日間に

わたり「中三」 デパートで開催、人気を博した。 

結核と精神病の長期療養者が多い分院では、作業

療法の1部として生活に直結した小問物細工に精を

出している。これは 1 年間の成果です。 



ヒ学消防車を配備 

、色！範、き穴叱き二 

ジ色、幾‘智幾、色で
警きり色縄！響響二 

化学消防車の「火災保険号」 

新 年

名刺交換会 

△とき 昭和50年1月1 

日午前11時から 

△ところ 市民文化会館

△会費 500円（お申し

込みと同時に納入してくだ

さい） 

△申し込み 12月23日（月） 

まで、市情報課、五所川原

商工会議所へ 

市政ダイヤル 
市政についての

行事や予定は 

煽，⑤ 4321 

②
 

恐
し
い
油
火
災
に
威
力
を
発
揮
す
る
「
化
学
消
防
車
」
が
五

所
川
原
消
防
署
に
配
備
さ
れ
、
十

一
月
ニ
十
八
日
午
前
、
関
係

者
百
人
が
出
席
し
て
受
納
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

?
 

「
火
災
保
険

号
」
と

命
名
 

』
 

こ
の
「
化
学
消
防
車
」
は
、
 

日
本
損
害
保
険
協
会

（
菊池
稔

会
長
）
が
市
に
寄
贈
し
た
も
の

で
、
重
装
備
デ
ラ
ッ
ク
ス
化
学

車

（
価
格
は
約
八
百
万
円
）
。
 

積
載
水
量
千
易
、
薬
液
六
百

易
で
、
毎
分
二
千
八
百
四
十
易

以
上
の
放
水
が
可
能
で
す
。
同

協
会
で
は
、
さ
る
三
十
七
年
度

に
も
市
に
消
防
ポ
ン
プ
車

一
台

を
寄
贈
し
て
お
り
ま
す
。
 

受
納
式
で
は
、
同
協
会
の
谷

静
夫
仙
台
地
方
委
員
会
委
員
長

が
佐
々
木
市
長
に
目
録
を
贈
り

西
沢
貞
文
常
務
理
事
が
寄
贈
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
佐
々
木
市
長

が
感
謝
状
を
贈
り
、
お
礼
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
斎

藤
消
防
長
が
、
 
「火
災
保
険
号

五
所
川
原
」
 
と
命名
、
さ
っ
そ

く
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
地
区
消
防
本
部
管

内
で
は
、
鶴
田
消
防
署
に
次
い

で
二
台
目
の
化
学
消
防
車
で
、
 

油
火
災
に
威
カ
を
発

揮
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

「
 

●
 

●
 

市
消
防
署
と
市
の
福
祉
事
務

所
で
は
、
十

一
月
二
十
二
日
か

ら
三
日
間
に
わ
た
り
、
お
と
し

よ
り
家
庭
の
火
災
予
防
パ
ト

ロ
 

ー
ル
を
お
こ
な
っ
て
、
暖
房
器

具
や
炊
事
場
の
点
検
を
し
ま
し

た
。
 

今
回
巡
回
し
た
の
は
、
単
身

ね
た
き
り
な
ど

の
お
と
し
よ
り

家
庭
四
十
八
世
帯
で
す
。
 

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
石
油
ス
 
 

ト
ー
ブ
の
上
に
洗
た
く
物
を
下

げ
て
い
る
、
壁
と
煙
筒
の
断
熱

が
不
十
分
で
あ
る
、
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
ボ
ン
べ
を
室
内
に
お

い
て

い
る
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
目
づ
ま

り
が
あ
る
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ

予
防
査
察
員
か
ら
親
切
に
指
導

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
 

み
ん
な
で
明

る
い
お
正
月
を

迎
え
ら
れ
る
よ
 

う
、
こ
と
し
も

市
の
歳
末
助
け

あ
い
運
動
が
お

こ
な
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は

県
共
同
募
今
会

が
主
催
し
毎
年

お
こ
な
っ
て
い
 

［ー
 
・

Jの
で
、
集
 

ま
っ
た
ぬ
金
は

生
活
に
困
っ

て
い
る
み
ゃ
恵
ま

れ
な
い
方
、
施
設
に
丙
っ
て
い

る
方
た
ち
に
配
分
さ
れ
ま
す
の

で
み
な
さ
ん
の
ご
協
カ
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

運
動
の
期
間
 
十
二
月
一
日
 

ー
十
二
月
二
十
日
ま
で
 

受
付
と
配
分
 
旧
市
内
は
、
 

共
募
支
会
事
務
局
（
市

福
祉
事

務
所
）
で
受
付
、
配
分
は
十
一
一

月
末
に
お
こ
な
う
。
新
市
内
は

各
支
所
ご
と
に
ま
と
め
て
配
分

さ
れ
ま
十
。
 

 

巡回する火災予防査察員 

 

火元は大丈夫か●●

難火災予防パトロール 

みんなで明るい正月
をコ  

	歳末助けあいに協力を l 



市
本
庁
、
各
支
所
、
市
民
文

化
会
館
、
中
央
公
民
館
（
図
書

館
）
、
三
道
会
館
、
国
連
青
少

年
の
家
、
老
人
憩
の
家
は
、
‘
十

ニ
月
二
十
九
日
ー
一
月
三
日
ま

で
休
み
ま
す
。
 

主
ム
主
ん
 

一
一
一
 
一
一
、
 
一
一
一
 
【
？
、
 

‘
し
，木
・
 
‘
ー
ノ

イ

女
 

庁
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
、
税
務
課

水
道
課

「
オ
道
の
故
障
は
い

つ

で
も
よ
い
）
会
計
課
（
現
金
支

払

い
業
務
は
除

く
）
は
十
二
月

三
十
日
と
三
十

一
日
の
午
前
ま

で
窓
口
業
務
を
お

こ
な
い
ま
す
。
 

西
北
中
央
病
院
（
敷
島
分
院

と
も
）
 

▽
十
二
月
二
十
九
日
ー

一
月
 

三
日
 
全
休
 

ゴ
ミ
の
収
集
は
 

三
十
一
日
ま
で
 

年
末
は
、
三
十

一
日
ま
で
平
 

常
ど
お
り
収
集
に
あ
た
り
ま
す
“
 

市
の
窓
口
 
け
「
一『
 

一
月
三
日
ま
で
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

一
月
四
日
か
ら
平
常
ど
お
り

収
集
に
あ
た
り
ま
す
。
 

な
お
、
業
務
用
の
可
燃
物
は

十
二
月
三
＋
日
ま
で
で
、
 一
月

四
日
か
ら
平
常
ど
お
り
焼
却
場

を
利
用
で
き
ま
す
。
 

こ
と
し
四
月
一
日
以
降
輸
血

を
受
け
、
支
払
っ
た
血
液
代
金

の
直
己
負
担
分
を
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
場
合
は
、
日
本
赤
＋

字
社
青
森
県
支
部
が
お
支
払
い

す
る
こ
と
に
割
り
ま
し
た
d
 こ

れ
は
、
実
質
的
 
一
一
し”
寿
”
い
 

に
血
液
代
金
を
 
・
中
・備
 

無
料
に
し
、
一
献
 

「券

昌
界

血
さ
れ
た
方
の
 
「
一
か・
‘
h
唾
二
一
 

善
意
を
広
く
普
及
さ
せ
よ
う
と
 

【
 

二
 

一す
る
も
の
で
す
。
 

『
 

対
象
に
な
る
血
液
 

一
 献
血
血
液
に
よ

り
製
造
さ
1
1
 

た
血
液
製
剤
で
、
薬
価
基
準
に
 

収
載
き
れ
て
い
る
全
血
読
鼻加
と
 

血
液

w
一分
m
」剤
で
す
。
 

支
給
の
額
 

社
会
保
険
法
な
ど

に
よ
り
支
 
 

払
わ
れ
る
額
を
控
除
し
た
自
己

負
担
の
額
で
す
。
た
だ
し
、
高

額
療
養
費
制
度
を
実
施
し
て
い

る
社
会
保
険
の
加
入
者
の
場
合
、
 

は
、
 ー
カ
月
一
医
療
機
関
当
り

三
万

円
が
限
度
と
な
り
か

す
o
 

伐
爺
巻
無
 

申
請
の
方
法
 

申
請
者
は
、
原
則
と
し

て
自

己
負
担
金
《γ」
芝り
 
た
方
で
す

い
 

力
か
申
請
で
き
な
い

場
合
は
同
居
の
親
族
で
も
け
っ
 

・

こ
、
フ
です
。
 

申
請
書
の
用
紙
は
、
医
療
機

関
、
日
赤
県
支
部
、
血
液
セ
ン

タ
ー
、
市

（
日
赤
事
務
局
）

の
 
 

窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
 

必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
輸

血
を
受
け
た
医
療
機
関
で
証
明

を
受
け
、
市
を
経
由
し
て
日
赤

県
支
部
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

申
精
の
手
続
き
 

一
そ
の
他
、
不
 

明
の
点
は
、
日

赤
青
森
県
支
部
 

真
」
“
『
】
、
 （
青森
市
新
町

二
丁
目
四
の
ニ
五
、
電
話
青
森

⑩
二
〇

一
一
番
）
か
市
健
康
年

金
課
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

路
上
駐
車
を
し
な
い
で

く
だ

さ
い
。
 

除
雪
車
が
作
業
中

の
場
合
は

三
十
肩
以
内
に
近
寄
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
 

除
雪
作
業
は
、
 
「右
側
走
行

除
雪
」
も
お

こ
な
い
ま
ず
。
 

〈
除
雪
作
業
に
よ
る
物
件
の

破
損
、
ケ
ガ
が
発
生
し
た
ら
直

ち
に
土
木
事
務
所
に

連
絡
願

い

ま
す
。
物
件
の
破
損
は
発
生
と

同
時
に
連
絡
じ
な
い
と
原
因
の

究
明
が
難
し
く
な
り
保
障

さ
れ

な
い
こ
と
に
も
グ
り
『ま
す
ゾ
『
 

路
上

で
車
が
故
障
し
走
れ
な

く
な
っ
た
ら
目
印
に

赤
旗
を
た

て
て
く
だ
さ
い
o
 

．一
 
．
 

除
雪
で
た
ま
っ
た
雪
は
、
道

路
に
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

各
事
業
所
で

燃
え
な

い
ゴ
ミ

を
運
搬
す
る
と

き
は
、
次
の
こ

と
を
必
ら
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

〇
ゴ
ミ
の
投

棄
は
、
埋
立
地
 

（興
隆
地
内
）
 

の
看
視
員
の
指
 

示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。
 

〇
ゴ
ミ
の
運
搬
車
両
は
、
四

ブ
以
下
に
制
限
じ
ま
す
。
 

〇
ゴ
ミ
の
運
搬
に
は
、
必
ら

ず
シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
。
 

〇
ゴ
ミ
の
運
搬
す
る
日
は
、
 

毎
週
火
、
金
、
日
曜
日
と
し
、
 

午
前
八
時
半
か
ら
午
後
四
時
ま
 

一
定
量
に
な
る
と
排
雪
運
搬
さ

れ
ま
す
。
 

道
路
を
広
く
使

い
ま
し
ょ
う
。
 

路
上
で
の
ス
キ
ー
、

ス
ケ
ー
ト

か
ま
く
ら
遊
び
を
さ
せ
な

い
で

く
だ
さ
い
。
 

た
ば

こ
は
市
内
で
 

買

い
ま
し
ょ

う
 

た
ぱ
こ
を

一
箱
（
二
O
本
入

れ
）
を
買
う
と
、
た
ば
こ
消
費

税
軒
じ
て
市
に
十
五
円
六
十
八

畿
州
久
り

ま
す
。
 

日
頃
は
む
ろ
ん
、
贈
答
や
旅

行
を
な
さ
る
と
き
に
も
、
ぜ
ひ

市
内
で
た
ば
こ
を
買
っ
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 
 

で
で
す
。
 

ご
注
意
 

以
上
の
こ
と
を
守
ら
な

い
時

は
、
投
棄
を
お
断
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
埋
立
地
以
外
の
場
所

へ
投
棄
し
た
場
合
は
、
不
法
投

棄
と
み
な
さ
れ
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
 

（
市
生
活
環
境
課
）
 

ー
市
税
は

ニ
十
八

ー
 

日
ま
で
完
納
を

l
 

市
で
は
、
十

一
月
一
日
か
ら

十
二
月
二
十
八
日
ま
で
を
、
 
「
 

市
税
年
内
完
納
強
調
期
間
」
 
に

定
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
 

お
手
も
と
の
納
税
通
知
書
を

い
ま
一
度
確
め
、
す
べ
て
の
税

金
を
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
完

納
し
ま
し
ょ
う
。
 

こ
れ
か
ら
の
市
税
の
納
期
限

は
、
市
県
民
脱
（
第
四
期
分
）
 

十
二
月
二
十
八
日
 

国
民
健
康
保
険
税
（
第
四
期

分
）
 
十
一
一月
一
一
十八
日
ぺ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

「
 
者

の
自
動

ー
 

一
 

税
を
無
税
に

l
 

市
税
条
例
の

一
部
改
正
に
よ

り
、
新
た
に
重
度
の
精
神
薄
弱

者
が
所
有
ず
る
自
家
m

の
自
動

車
が
無
税
に
な
り
ま
す
の
で

（
 

一
台
分
）
市
税
務
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
生
計
の
た
め
所
有

す
る
自
家
用
自
動
車
で
、
当
該

重
度
精
神
薄
弱
者
が
通
学
、
通

院
ま
た
は
生
業
の
た
め
乗
車
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。
 

除
雪
作
業

に
協

力
を
 

じ
ゃ

ま
な

路
上

駐

車
 

骸
舞
噂
鷺
藁
続
織

を
・
」
 

《
．
 

一
 

d
 

い
 

r
 

．
 

ー
 

ゴミの運搬で 

協力をお願い 



最
近
、
郵
便
貯
金
通
帳
が
盗

ま
れ
、
預
金
者
の
知
ら
な
い
間

に
払

い
も
ど
し
さ
れ
る
事
件
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
 

こ
と
し
四
月
か
ら
九
月
ま
で

の
半
年
間
に
、
東
北
六
県
で
五

十
件
が
発
生
叱
、
』
被
害
金額
が

二
百
四
十
五
万
円
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。
 

こ
れ
か
わ
・
歳末
に
入
り
、
 

通
帳
の
記
号
、
番
号
な
ど
を

別
に
ひ
か
え
て
お
く
と
、
届
出

を
受
け
た
郵
便
局
で
は
手
配
が

早
く
で
き
ま
す
。
 

▽
盗
難
届
は
す
ぐ
郵
便
局
へ

▽
心
に
も
カ
ギ
を
 

通
帳
や

ハ
ン
コ
は
、
預
金
者

の
自
宅
か
ら
盗
ま
れ
て
い
る
も

の
が
も
っ
と
も
多
い
。
 

最
近
は
、
犯
人
も
り
こ
う
に
 

一
月
か
ら
受
付
を
開
始
 

待
ち
に
待
っ
た
五
年
年
金
の

支
給
が
、
明
年
二
月
か
ら
開
始

さ
れ
ま
す
。
 

「五
年
年
金
」
は
、
国
民
年

金
が
で
き
た
当
時
、
希
望
加
入

し
な
か
っ
た
明
治
三
十
九
年
四

月
二
日
か
ら
明
治
四
十
四
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
た

ち
に
ひ
と
り
で
も
多
く
老
齢
年
 

五
年
年
金

の
支
給
 

明
年

ニ
月
か
ら

開
始
さ
れ

ま
す
 

金
を
う
け
て
も
ら
う
た
め
、
昭

和
四
十
五
年

一
月
か
ら
六
月
ま

で
も
う

一
度
加
入
の
機
会
を

つ

く
っ
た
制
度
で
、
市
で
は
三
百

十
七
人
が
加
入
し
て
い
ま
サ
o
 

今
回
、
は
じ
め
て
の
五
年
年

金
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
、
昭
和
四
十
五
年

一
月
に
加

入
し
た
明
泊
四
十
三
年

一
月
一

日
以
前
生
ま
れ

の
人
で
、
昭
和

四
十
九
年
十
二

月
分
ま
で
の
五

年
間

の
保
険
料
を
納
め
終
づ
た

方
は
、
明
年

一
月
に
年
金
の
請

求
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
昭
和
四
十
五
年
二
月
 

市
健
康
年
金
課
国
民
年
金
係
の

窓
口
で
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
五
年
分
の
保
険
料
を

完
納
し
て
い
な
い
と
、
年
金
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
 

、
 
で
、
い
ま
一
度
納
め
忘
れ
が
な

い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

以
降
に
加
入
し
た
人
や
、
明
治

四
十
三
年

一
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
の
方
は
、
満
六
十
五
歳
に

達
し
、
保
険
料
を
五

カ
年
納
め

た
と
き
か
ら
権
利
が
発
生
し
ま

す
。
年
金
を
う
け
る
手
続
き
は
 

年
賀
状
は
1
5日
か
ら
引
受
 

ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 

'x 
鹿‘島 守 之一助 

ク 	, 

雪耕隊史刊禄会

日本経済新聞社

中 村 菊 三
三 沢 市 役 所

日 新 報 道
角 川 書 房
中 央 公 論 社

新 潮 社 

おしらせ 

別
々
に
保
管
す
る

」
と
。
 

ー
樋
准

盗
難
に
ご
用
心
 

貯
金
、
ノ．割威
散
「
郵
W
局
へ

ー
 

な
っ
て
、
か
っ
て
に
払
い
も
ど

し
た
あ
と
も
と
ど
お
り
通
帳
な
「
 

ど
を
返
し
て
お
く
と
い
う
巧
妙

な
手
口
を
使
っ
て
い
る
も
の
も

あ
る
の
で
、
住
ま
い
の
戸
締
り

と
と
も
に
心
の
備
え
も
大
切
で

す
。
 （東

北
郵
政
監
察
局
）
 

O
年
賀
状
は
、
十
二
月
十
五

日
（
日
）
か
ら
引
受
け
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
十
二
月
十
五
日
ま

で
書
き
あ
げ
、
遅
く
と
も
二
十

二
日

（
日
）
ま
で
に
差
出
し
て

く
だ
さ

い
。
 

O
小
包
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
差
出
し
て
い
た
だ
き
、
遅
く

と
も
十
二
月
十
五
日

（
日
）
ま

で
に
差
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

O
郵
便
番
号
と
あ
て
名
は
、
 

番
地
、
肩
書
き
ま
で
正
確
に
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

と
く
に
同
居
人
や
子
供
あ

て

の
場
合
は
肩
書
き
を
省
略
す
る

と
配
達
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
 

一（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

1
中
央
公
民

館
の
J
 

F
電
話
が
直
通

に

L
 

十
二
月

一
日
か
ら
市
中
央
公

民
館
（
図
書
館
青
少
年
補
導
セ

ン
タ
ー
）
の
電
話
（
⑤
二
」
二
五

二
番
）
が
直
通
に
な
り
ま
し
た
。
 

た
だ
し
、
同
館
一
籍
会
議
室

に
ご
用
の
方
は
、
④
局

の
三

一

九
二
番
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。
 

1
 
万
円
相
当
の

J
 

一
 
備
品
を
寄
贈

L
 

新
町
の
岩
谷
さ
ん
 

市
内
新
町
の
い
わ
や
薬
局
（
 

代
表
者
岩
谷
暗
さ
ん

）
は
、
こ

の
ほ
ど
市
を
訪
れ
、

児
童
館
に

役
立
で
て
く
だ
さ
い
と
十
万
円

相
当
の
備
品
目
録
を

岩
館
助
役

に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
市
内
の
全
児
童
館
 

ーー」 

に
整
理
棚
を
備
え
る
こ
と
に
し
 

ま
し
た
。
 

山
 

「
ー
樹
木
を
雪
か
・
りJ
 

F
守
り
ま
し
よ
」つ
L
"
 

雪
の
季
節
と
な

り
ま
し
た
b
 

背
の
低
い
木
や
軟
弱
な
木
は
雪

の
下
敷
ぎ
に
番
り
、
生
命
を
失

う
こ
と
越
多
ぐ
あ
り
ま
す
。
 

大
事
な
緑
の
生
命
で
ず
の
で

次
の
こ
と
を
施
し
守
ュ
て
あ
げ

ま
し
よ
う
。
 

①
背
の
低
い
木
に
は
、
丈
夫

な
棒
な
邑
無
薫
が
畿
曜
ひ
x
う
 

に
k

・声

に
岬
山
っ
声
時
れ
奪

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
（そ
の

上
を
ム
シ
ロ
な
ど

で
く
る
む
と
 

な
お
よ

い
）
 

ソ
」
『
 

②
背
が
高
く
と
も
軟
弱
な
オ

に
は
、
丈
夫
で
長
い
棒
を
立

て

そ
れ
に
ヒ
モ
彦
ど
で
木
j
勲
か

な
い
よ
う
に
む

す
び
、
雪
に
倒

さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
乙
と
q
 

④
 

く
に
こ
の
種
の
犯
人
が

横
行
す
る
の
で
、
貯
金

通
帳
の
盗
難
防
止
、
盗

難
に
あ
っ
た
場
合
の
早

期
届
出
な
ど
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

▽
通
帳
と
ハ
ン
『
コ
は
 

新着図書のご案内 

課
庁
社
規
 

計
 
報

法

衛
日
 

統
 

奥

1
 

県
防
東

第
 

(3 ．社会科学） 

県 統 計 課 教 育 統 計
防 衛 庁 防 衛 年 鑑
淡 谷 悠 蔵 なつかしの青森庶民の歴史

筑 柴 豊 日本の民族福 岡

小 倉 学 ク 石 川 

長 倉 三 郎 	 岐 阜 

町 内 利 美 	 宮 城 

太田栄太郎 ク 富 山
金 沢 治 ク 徳 島 

高・橋 在 久 	ク 千 」葉 

土 橋 里 木 	ク 山 I梨 
鹿島守之助 鹿島守之助経営論第3 

ク 	 ～第7 , 

青 木 一 夫 郷土部隊歩兵第22岬●隊史

菊岡八百三 国 会 便 覧
中 村 菊 三 私の政局談義（上、下） 

三 沢 市 三 沢『市勢要 覧 

梶 浦 逸 耐 一 え 	る 

佐 藤 正 徳 帝国陸軍の最後
生 島 治 郎 追 い つ め る
ソルジエニーツイン マ ト リ ョーナの家 

ク 	ガ ン 病 棟 

海上保安庁 海上保安官への道
日本リクルートセンター 就職情報（上、中、下） 

A' 	‘ 会社訪問ハンドブック 

，北方領土協会 日本汝雲北方領土

県 教‘γ 委 青 釈県 の．教育 

・小和森小百羊協会 dl和森小学校百年史 

J 津 川 武 ず‘出 	稼 	ぎ 

三、橋 清 出かせぎ農民の発言

上 原 貴 和結 婚 の 事 典 
「 

成 山 堂 書 店
日本リクルートセンター 

北方領土協会

県 二教 ’委
小和森小百年協会 

曹、新認蔭 
西 、！東 1 社 
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